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Ⅰ．事業の概要  

 

１．事業目的 

 

（１）事業者のリターナブルびんに関する活動の「見える化」を図るべく、リターナブルびんに 

関するさまざまな情報をひとつに集約した「リターナブルびんポータルサイト」を構築する。 

 

（２）省エネルギー及び３Ｒの観点から総合的に環境負荷の低減を実現することが可能なリター

ナブル容器について、その導入促進を図るため、国においてリターナブル容器に関する実

証事業が行われている。その成果を取りまとめた上で、普及広報を実施し、リターナブル

容器導入促進を図る。 

 

（３）リターナブルびんについては、現在、清酒、焼酎、ビール等の酒類のほか、調味料や清涼

飲料、牛乳など広範に亘る飲料の容器として利用されているが、その流通量について統一

的な基礎データが整備されていないのが現状である。このため、本事業では、各関連業界

の協力の下、リターナブルびんの利用量に関する情報を定期的に収集・整備するための施

策について検討し、リターナブルびんの普及状況を正確に把握する。 

 

（４）リターナブルびんを扱っている日本全国の事業者及びその商品情報等について普及広報を

行い、消費者団体やＮＰＯ等を通じて広くリターナブルびん入り商品の購入を消費者に訴

えることにより、こうした商品の購買行動を喚起し、中身メーカーに対して積極的にリタ

ーナブルびん入り商品の提供を促すこととする。 

 

 

２．事業の内容 

 

（１）リターナブルびんポータルサイト構築実行委員会の設置 

リターナブルびんポータルサイトの企画内容の検討及び会員企業に対する普及啓発活動の

役割分担及び効果的なサイト掲載情報のコンテンツの作成を図るために「ポータルサイト

構築実行委員会」を設置、開催した。 

 

（構成メンバー） 

日本ガラスびん協会、日本酒造組合中央会、ビール酒造組合、（社）全国清涼飲料工業会、 

（社）日本乳業協会、日本蒸留酒組合、日本醤油協会、びん再使用ネットワーク、全国 

びん商連合会、持続可能な社会をつくる元気ネット 

（事務局）ガラスびんリサイクル促進協議会 

   （ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ）(株)エム・デー 

 

（２）リターナブルびん入り商品を製造している企業情報及び商品情報の収集 

全国においてリターナブルびん入り商品を製造している中身メーカー4,000社程度を対象

として、中身メーカーの団体を通じて登録参加を呼びかけ、本年度は 159 社について企

業情報と商品情報を収集した。 
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（３）リターナブルびん関係業界の取組み状況の調査 

リターナブルびんを取扱っている業界（ビール・清酒・焼酎・牛乳・生協等）について、

各業界におけるリターナブルびん入り商品の販売量の推移、主な販売市場、使用済みびん

の回収の仕組み、リターナブルびん入り商品の減少の理由、リターナブルびん入り商品の

拡大に向けた新たな取組み等リターナブルびんの市場における状況について調査を行った。 

 

 

（４）リターナブルびんの流通量及びＬＣＡデータの収集 

①リターナブルびんの流通量の把握 

リターナブルびんを取扱っている関連業界の協力を得て、中身メーカー等におけるリター

ナブルびんの流通量について調査を行うとともに、それをリターナブルびんの普及状況と

して取りまとめ、今後定期的に情報を収集・整理するための方策について検討を行った。 

【依頼先ガラスびん利用事業者団体】 

＊日本酒造組合中央会        ＊ビール酒造組合 

＊日本洋酒酒造組合         ＊日本ワイナリー協会 

＊日本蒸留酒酒造組合        ＊社団法人全国清涼飲料工業会 

＊社団法人日本乳業協会 

 

  ②リターナブルびんの環境影響評価 

（イ）「ＬＣＡ手法による容期間比較報告書＜改訂版＞」2001 年 8 月 容期間比較研究 

（ロ）「容器包装ライフサイクル・アセスメントに係る調査事業報告書」2005 年 3 月 

（財）政策科学研究所 

   以上の 2 報告書の一部を抜粋し、リターナブルびんの環境影響評価の解説を行った。 

 

 

（５）リターナブルびん導入促進に向けた取組みの情報収集 

  ①全国各地で実施されているリターナブルびん導入促進に向けた様々な取組み事例として 

びん再使用ネットワーク及びＲびんプロジェクトの２事例について情報収集を行った。 

 

②経済産業省、環境省、農林水産省等において、平成１７年度から１９年度の３ヵ年に行わ

れたリターナブルびんに関するモデル事業・調査研究の事例について、その成果、省エネ

ルギー効果、及び今後の課題等について、とりまとめを行った。 

 

 

（６）リターナブルびん普及のための情報提供の実施 

上記（２）～（５）の収集、検討を行った結果について、分かりやすく取りまとめた上で、 

インターネット公開用のコンテンツを制作し、専用のサイトにて公開し、外部に向けて広

く情報提供を行った。 

 

 

 

 



 3

（７）地域省エネ型リユース実証事業の評価及び普及広報 

経済産業省における平成２０年度エネルギー使用合理化システム開発調査等委託費（地域

省エネ型リユース実証事業）において採択された事業３件に関し、当該実証事業の成果に

ついて、省エネルギー効果及び今後の課題等について、評価・取りまとめを行った。 

また、その成果報告会を 3 月 24 日に経済産業省会議室において開催し、その成果の普及

広報を行った（当協議会が行った本リユース検討事業を含む）。 

 

＜報告内容＞ 

・株式会社エフケイ 

「埼玉県内のドラッグストアチェーンを拠点とするリターナブルびん入りジュースの 

販売及び回収をアピールする売り場作り・回収促進を促す施策の展開」  

 

・京都硝子壜問屋協同組合（木野環境） 

「清酒用 300mlＲびん利用の茶飲料の開発・販売・回収、一般消費者へのアンケート調

査の実施。焼酎用 900mlR びんを主要な消費地である南九州へ返送し、利用先を確保す

るルートの構築」 

 

・愛宕商事株式会社 

「中規模の継続的イベントへのリユースカップの普及を目的に、新潟のプロ野球地域  

リーグをモデルとし、導入可能性の調査・環境負荷軽減度の調査を実施」 

 

・ガラスびんリサイクル促進協議会 

「リターナブルびんに関するさまざまな情報をひとつに集約した「リターナブルびん  

ポータルサイト」の構築」 
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３．実施スケジュール 

 １２月 １月 ２月 ３月 

実行委員会での 

企画内容の検討 

   

 

 

 

 

総括 

企業・商品の情報 

収集 

    

エントリー事業者

の募集 

    

コンテンツの作成

作業 

    

コンテンツのアッ

プと対外発表 

    

利用促進策の展開 

 

    

報告書制作 

 

    

 

報告会開催 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 5

４．実施体制 

 

 

 

   

＊実行委員会の事務局 

  ＊エントリー事業者との折衝 

  ＊システム全体の運営 

 

＊コンテンツの検討 

＊エントリー企業への勧誘活動 

＊消費者団体等への利用促進策の展開 

   

＊エントリーフォームの作成          

  ＊ＨＰへの登録作業              

 

 

ガラスびんリサイクル 

促進協議会（事務局） 
実行委員会 

日本ガラスびん協会・びん再使用ネッ

トワーク・元気ネット・全国びん商連

合会・中身団体（日本酒中央会、ビー

ル酒造組合、日本乳業協会、全国清涼

飲料工業会、日本蒸留酒組合、日本醤

油協会ほか） 

委託先 

株式会社ＭＤ 
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Ⅱ．リターナブルびんナビ（ポータルサイト）について 

 

１．リターナブルびんナビ申込み手順について 

（１）ＰＲチラシの作成 

リターナブルびん商品販売企業向けＰＲチラシ「リターナブルびんポータルサイト

（リターナブルびんナビ）開設のお知らせと参加ご登録のお願い」を作成し（8,000 部）、  

 配布した。 

「情報画面イメージ」「企業紹介画面・商品紹介画面の掲載イメージ」「参加ご登録の

流れ」「参加登録申込用紙」…参加登録費は無料 

 

（２）作業手順 

① リターナブルびん商品販売企業向けＰＲチラシを中身団体宛に送付 

② 商品販売企業向けＰＲチラシを各中身団体から会員企業へ送付 

③ 各中味団体が「参加登録申込み用紙」を集約して、促進協議会（リターナブルびん 

ポータルサイト事務局）へ送付 

④ 促進協議会が「リターナブルびんナビポータルサイト登録管理表」に記入して㈱ＭＤ 

（登録作業事務局）へ送付 

⑤ ㈱ＭＤから参加登録申込み企業に対して「企業情報登録」と「リターナブルびん 

商品登録」のためのフォーマットをメールで送信 

⑥ 参加登録申込み企業が「企業情報登録」と「リターナブルびん商品登録」の入力 

作業終了後に㈱ＭＤに返信 

⑦ ㈱ＭＤにおいてコンテンツ制作作業実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リターナブルびんポータルサイト 

参加申込みフロー 

チラシ 表面  裏面（兼 申込書）
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リターナブルびんナビポータルサイト　登録管理表 【申込団体名：日本酒造組合中央会　　　　　窓口担当者名　木内　】

seq 都道府県名 企業名 担当部署名 担当者名 電話番号 メールアドレス
申込書
受領日

データ
送信日

データ
受領日

写真
点数

1 神奈川県 有限会社　金井酒造店 佐野 博之 0463-88-7521 kaneishuzou@shirasasa.com 08.10.02 08.10.08 08.10.09 5

2 埼玉県 大瀧酒造株式会社 上園 048-683-3006 ootaki_shuzou@jcom.home.ne.jp 08.10.02 08.10.08 08.10.11 9

3 埼玉県 滝澤酒造株式会社 滝澤 英之 048-571-0267 kikuizumi@nifty.com 08.10.02 08.10.08 08.10.08 9

4 埼玉県 武甲酒造株式会社 長谷川浩一 0494-22-0046 hasegawa@bukou.co.jp 08.10.02 08.10.08 08.10.15 4

5 茨城県 石岡酒造株式会社 総務部 鈴木 治道 0299-26-3331 sake@ishiokashuzo.co.jp 08.10.02 08.10.08

6 茨城県 野村醸造株式会社 野村 一夫 0297-42-2056 tsumugi@orion.ocn.ne.jp 08.10.02 08.10.08

7 栃木県 第一酒造株式会社 島田 嘉紀 0283-22-0001 shimada@sakekaika.co.jp 08.10.02 08.10.08 08.10.09 5

8 群馬県 奥村酒造株式会社 奥村 秀則 0277-72-1020 kyuzaemn@sunfield.ne.jp 08.10.02 08.10.08

9 群馬県 大利根酒造株式会社 阿部 0278-53-2334 sadaijin@mail.wind.ne.jp 08.10.02 08.10.08

10 新潟県 株式会社　北雪酒造 総務課 中川 康夫 0259-87-3105 hokusetu@sado.co.jp 08.10.02 08.10.08

11 新潟県 金鵄盃酒造株式会社 亀山喜美子 0250-58-7125 echigotj@poem.ocn.ne.jp 08.10.02 08.10.08 08.10.20 16

12 新潟県 株式会社　よしかわ杜氏の郷 山本 秀一 025-548-2331 info@yoshikawa-touji.co.jp 08.10.02 08.10.08 09.01.12 0

13 兵庫県 八鹿酒造有限会社 代表取締役 水垣　篤 079-662-2032 xaijian@feel.ocn.ne.jp 08.10.02 08.10.08

14 京都府 大石酒造株式会社 中西 0771-22-0632 shop@okinazuru.co.jp 08.10.02 08.10.08 08.10.11 5

15 兵庫県 沢の鶴株式会社 マーケティング室 肥爪 敏之 078-881-1234 t.hizume@sawanotsuru.co.jp 08.10.02 08.10.08

16 兵庫県 都美人酒造株式会社 広報室室長 武内 亮司 0799-42-0360 awaji@miyakobijin.co.jp 08.10.02 08.10.08

17 兵庫県 大関株式会社 マーケティング部 中西 克之 0798-32-2178 katsuyuki.nakanishi@ozeki.co.jp 08.10.02 08.10.08 08.10.17 2

18 奈良県 五條酒造株式会社 奈良 秀明 0747-22-2079 info@sake-goshin.com 08.10.02 08.10.08

19 奈良県 北村酒造株式会社 代表取締役 北村宗四郎 0746-32-2020 syoujyou@oregano.ocn.ne.jp 08.10.02 08.10.08

20 奈良県 株式会社　北岡本店 営業部 羽場 昭人 0746-32-2777 info@kitaoka-honten.com 08.10.02 08.10.14 08.10.17 0

リターナブルびんナビ 登録管理表 

7
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●企業情報登録フォーマットシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企 業 情 報 シ ー ト

※色の付いたマス以外には入力しないでください。

※フォーマットを勝手に変更しないでください。

登録番号 #N/A

※事務局使用欄（記入しないでください）

会社名

会社名（カタカナ）

本社所在地

郵便番号

住所（全角）

代表電話番号

ホームページURL http://

企業メッセージ

消費者からのリターナブルびん入り商品に関するお問合せ先

担当部署名

電話番号

FAX番号

受付時間

リターナブルびんポータルサイト　掲載に関するご担当者連絡先

担当部署名

担当者氏名

電話番号

FAX番号

メールアドレス
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●商品情報登録フォーマットシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商 品 情 報 登 録 シ ー ト　１

※色の付いたマス以外には入力しないでください。
※フォーマットを勝手に変更しないでください。

登録番号 #N/A

※事務局使用欄（記入しないでください）

商品名

商品名（カタカナ）

内容量 ｍｌ

商品カテゴリー
※プルダウンメニュー
からお選びください

商品の中身の特徴

※商品写真を掲載希望の方は、この登録シートとご同送ください。

【商品カテゴリーについて】

カテゴリー名 製品の種類

ビール系飲料 ビール／発泡酒／ビールテイスト飲料

日本酒 吟醸酒／純米酒／本状造酒

焼酎 芋焼酎／麦焼酎／米焼酎／そば焼酎／黒糖焼酎

甲類焼酎／その他の焼酎

その他の酒類 ワイン

清涼飲料 炭酸飲料／果汁飲料等／コーヒー飲料／茶系飲料

ミネラルウォーター／豆乳類／トマトジュース

その他野菜飲料／スポーツドリンク／乳性飲料

乳性飲料（き釈用）／その他飲料

牛乳類・乳酸菌飲料 牛乳／加工乳／乳飲料／乳酸菌飲料／はっこう乳

調味料 しょうゆ／みりん／めんつゆ／ドレッシング／食酢

ソース

食品 ジャム／食品
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２．リターナブルびんナビ（ポータルサイト）の構成 

 

  ＵＲＬ：http://www.returnable-navi.com 

 

 

 

 

 

 

 

リターナブルびんナビ トップページ
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（１）リターナブルびん検索サイト「商品検索ナビ」 

① リターナブルびん商品を販売している企業情報・商品情報を掲載 

登録企業： 159 社、商品数 958 点 

  ② 検索項目 

（イ）商品検索…商品カテゴリー（ビール系飲料、日本酒、焼酎、その他の酒類、清涼飲料、 

牛乳、調味料、食品）で検索 

（ロ）日本地図検索…社数が多い商品カテゴリーの場合（日本酒） 

（ハ）企業情報…「企業メッセージ」「企業データ」「リターナブルびん入り商品一覧」 

  （ニ）対象業界 

    ビール業界（ビール酒造組合）、清酒業界（日本酒造組合中央会）、 

焼酎業界（日本酒造組合中央会、日本蒸留酒酒造組合）、 

その他の酒類（ワイン・梅酒等）（日本蒸留酒酒造組合他）、 

清涼飲料業界（（社）全国清涼飲料工業会）、牛乳業界（（社）日本乳業協会） 

    調味料・食品業界（生協・びん再使用ネットワーク、日本醤油協会、日本ソース工業会） 

   

 

 

 

 

 

企業情報／商品情報ページ 
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表 リターナブルびんナビ登録状況（H21 年 3 月現在） 

商品カテゴリー 社数 商品数 

ビール系飲料 5 45 

日本酒 111 574 

焼酎 22 53 

その他の酒類 4 17 

清涼飲料 18 58 

牛乳類・乳酸菌飲料 3 21 

調味料 24 149 

食品 2 41 

合計 189 958 

※商品カテゴリーが重複している企業があり、実登録社数は 159 社 
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（２）リターナブルびん情報 

① リターナブルびんモデル事業 

環境省・経済産業省・農林水産省が実施した直近３年間程度のリターナブルびんに関する 

モデル事業等（18 事例）の受託団体、事業目的、事業概要、成果・課題を掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

モデル事業の紹介 
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② リターナブルびんの環境データ 

（イ）「ＬＣＡ手法による容器間比較報告書＜改訂版＞」（2001 年 8 月容器間比較研究会） 

調査目的、対象製品と機能単位、インベントリー範囲（リターナブルびんのみ掲載）、

インベントリー分析、容器間相対比較、地球温暖化ＣＯ2 排出量容器間比較等 

（ロ）「容器包装ライフサイクル・アセスメントに係る調査事業報告書飲料容器を対象としたＬ

ＣＡ調査環境省請負調査」（2005 年 3 月財団法人政策科学研究所） 

調査目的、調査対象容器とその仕様（以下リターナブルびんに関するもののみを記載）、

ビールびん・牛乳びんの各工程の負荷、回収率による影響分析等 

（ハ）容器包装リサイクル法第 18条に基づくリターナブルびんの自主回収認定概要について 

平成 20 年 10 月現在の認定者数は 74 社、特定容器の種類は 197 点 

 

 

容器包装リサイクル法第 18条に基づくリターナブル

びんの自主回収認定概要について 
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③ リターナブルびん市場解説 

（イ）年度別業界別リターナブルびん流通量 

   平成 19年のリターナブルびん流通量（推計）は、約 151万トン、38億本 

（ロ）各業界のリターナブルびんの取組み 

ビール・清酒・焼酎・清涼飲料・牛乳・生協の「各業界における容器別販売構成比・リ

ターナブルびんの販売実績・主な販売市場・販売と空容器回収の仕組み・変遷の経緯・

新たな取組み等」 

ビール業界のリターナブルびんの取り組み 
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④ 利用促進に向けたさまざまな取組み 

リターナブルびんの促進に向けて熱心に取組んでいる地域の NPOや団体の組織や活動の紹介

…Ｒびんプロジェクト・びん再使用ネットワーク 

 

 

 

 

Ｒびんプロジェクト 最新の活動情報 
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⑤ リンク集 

経済産業省、環境省、農林水産省、財務省（国税庁） 

（財）日本容器包装リサイクル協会、（財）クリーン・ジャパン・センター 

日本ガラスびん協会、（社）日本硝子製品工業会、ガラスびんフォーラム、 

ガラス産業連合会、全国びん商連合会、（社）全国清涼飲料工業会、 

日本酒造組合中央会、ビール酒造組合、（財）食品産業センター 

（社）環境生活文化機構、びん再使用ネットワーク、 

 

 

 

 

リンク集 
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（３）リターナブルびんポータルサイト活用の手引き 

   ＮＰＯ、消費者団体の方々向けに、リターナブルびんについて学習するための教材として、 

また、より実践的な活動を展開していただくための手引き書としてまとめたもの 

   学習：リターナブルびんナビで、もっと!―知ろう―リターナブルびん 

視察：まちのお店で、もっと!―みよう―リターナブルびん 

見学：まちの工場で、もっと!―わかろう―リターナブルびん 

要望：まちに、もっと!―たくさん―リターナブルびん 

ＰＲ：もっと!―ＰＲ―リターナブルびん 

発表：もっと!―みんなで―リターナブルびん 

 

 

 

 

 

 

１ ２ 

３ ４ 
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３．今後の対応 

 

（１） リターナブルびんポータルサイトの核となる「リターナブルびん検索ナビ」への企業の参加

が当初予定した５００社とは大きく乖離し、１５９社に留まっている。次年度、月次受入れ

体制をとって、中身メーカーの団体を通じて企業に対して登録参加を積極的に呼びかける。 

 

（２） 既登録企業の登録内容の追加、修正や、モデル事業・市場別解説・さまざまな取組みといっ

た他のコンテンツについては、随時メンテナンスを行う。 

 

（３）当サイトの普及と当サイトを活用した活動の展開の輪を広げていくための取組みを実施する。

全国５ブロック（仙台・東京・名古屋・大阪・福岡）で、地域でリユース促進に向けて活動し

ているＮＰＯや消費者団体を対象に、ミニシンポジュウムを実施する。その地域の抱えている

課題の共有化と対策における連携の方向性を議論するなかで、ゆるやかなネットワーク化を 

目指す。 
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本報告書は経済産業省平成２０年度エネルギー使用合理化設備導入 

促進対策調査等委託の一環として作成されたものである。 
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